
STEPねっとわーく 2021　夏号�� STEPねっとわーく 2021　夏号 ��

事業活動の紹介

◆廣瀬製紙株式会社の研究調査成果

研究調査テーマ名 吸音性能向上不織布のニーズ調査

実 施 期 間 令和２年６月～令和３年２月

企 業 名 廣瀬製紙株式会社

研 究 調 査 概 要 

　湿式不織布と多孔質吸音材を組み合わせる事で、高い吸音性能を発揮する事が分
かっている。複合吸音材を使用するメリットとして、省スペース性能と高い吸音性能、吸
音したい周波数のコントロールが可能である点が上げられるが、アプリケーション毎に要
求物性が異なるため、ニーズに沿った提案が必要不可欠である。また、湿紙不織布と相
性の良い多孔質吸音材の選定も非常に重要であり、世の中のニーズを調査した。

研 究 調 査 成 果

　令和２年度の事業化案件研究調査事業で採択決定しました４社のうち本号では、内外典具帖紙株式会社（いの町）、廣瀬製
紙株式会社（土佐市）の成果を報告いたします。

③令和２年度事業化案件研究調査事業の成果報告

◆内外典具帖紙株式会社の研究調査成果

研究調査テーマ名 様々な規格の四方耳付き和紙の生産性向上のための研究開発　

実 施 期 間 令和２年６月～令和３年２月

企 業 名 内外典具帖紙株式会社

研 究 調 査 概 要 

　短網式抄紙機で和紙を製造していく中、大量生産が難しいとされていた長繊維か
らなる四方耳付き和紙の連続生産に取り組んできた。その中で、四方耳付き和紙を
使ったラベルシールの需要が多くあることが分かった。そこで、四方耳付き和紙の連
続生産技術を改善し、更に完成度を上げ、多種類の規格や用途に対応できる様に
研究する。

研 究 調 査 成 果

　漉き上がった和紙原紙の寸法精度を高める抄紙技術の開発を行った。抄き網に
設置する不透水性材料の形状や寸法（幅・長さ）等を目標の規格サイズに近づける
ために、測長器を使用し、漉き上がった全ての和紙のサイズが規格通りに均等になる
よう不透水性材料の設置時の改良に取り組んだ。

　更に漉き上がった和紙に粘着加工と、ロール状での大量印刷とハーフカット加工
が出来るように改良を行い、他の和紙製品や商品よりも安価になるように目指した。
　現在、出来る範囲での商品販売や販路開拓へ力を入れるとともに、シールタイプ
やシール無しタイプのラベル用和紙や表彰状、ハガキ等の様々な商品展開での新し
い用途や販路の可能性を追求している。

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県吾川郡いの町加田1246-1 　　　担当：代表取締役社長　土居 晶子
内外典具帖紙株式会社  　　　TEL：088-892-1088
（URL:http://www.naiten.com/） 　　　 E-mail：naigaitengu@kzd.biglobe.ne.jp

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県土佐市高岡町丙529番地イ  　　　担当：技術開発グループ　坂本 成隆
廣瀬製紙株式会社 　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：088-852-1151
（URL: https://www.hirose-paper-mfg.co.jp/）　　　E-mail：m-sakamoto@hirose-paper-mfg.co.jp

写真① 全てのサイズが均等になるように漉い
ている風景

写真② 粘着加工＆スリット加工

図1.作成した吸音材

図２.展示会出展時の写真 図３.吸音率データ

この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。
https://www.jka-cycle.jp/

競輪の補助事業

写真③ ロール状印刷・スリット加工

　多孔質吸音材は、コストの安い繊維系（グラスウールや乾式不織布）とコストが高
い発泡系（ウレタンフォームなど）に分けられる。前者は薄い状態でも高い吸音性能を
有するため、自動車・建築用途などで多く使用されている。一方でマイクロ繊維の脱
落が課題であり、精密機器や人が触れる用途では敬遠されてきた。後者は繊維の脱
落が無くクリーンだが、薄い状態では吸音性能が低く、高い吸音性能を出すには厚み
が必要で搭載性に難がある事が分かった。用途調査とマーケティングを行うことで、
既存の材料の強みを活かしつつ、湿式不織布の強みを活かせる発泡ウレタンメー
カーとの協業関係になることに成功した。その後、データ取得やサンプル作製を行
い、展示会へ出展し約１０社のメーカーに興味を持っていただくことに成功した。自動
車・建築・音響設備・家電メーカーからの引き合いがあり、これまで吸音材を使用でき
なかった用途への展開の可能性を見出した。




